










































りとした研究論文である。これらの論考群 統一性を持たすために動物論が配置され本書の特徴を作っているが それだけでなく、暴力や文学、現前性や他者などなど、議論が立体交差するのも印象深い。 と三人 思想家 そして一四人の論文執筆者、そして らに私たち読者が、終わりなき対話を ること そして「問いを提起することへと、本書は呼びか ている。
